節目の年－２０１５年
　今年もあとわずかとなりました。２０１５年は日本の敗戦から７０年の節目の年であると同時に、１９６５年の日韓国交回復から５０年の年でもあります。しかし、「近くて遠い国」という表現があるように、隣の国でありながら日韓関係は歴史清算をめぐり関係が冷え込み、１１月２日におよそ３年半ぶりに日韓首脳会談がひらかれたものの、その解決の道筋は見えません。
[bookmark: _GoBack]　日本と韓国における日韓会談文書の公開は、慰安婦問題や被爆者問題での憲法裁判所決定や強制連行問題での大法院判決など、１９６５年の日韓条約が切り捨てた歴史清算問題を再び歴史の表舞台に引き出しました。「１９６５年体制」は大きく揺らいでいます。今必要なことは、問題解決を先送りするのではなく、困難であっても歴史の真実に目を向け、正面から解決の道を探ることです。私たちの運動で開示された日韓会談文書はその基礎となるものです。
　今年は、２００５年に「日韓会談文書・全面公開を求める会」が結成されてから１０周年にあたります。この１０年を振り返り、日韓会談文書公開運動の意義、残された課題を考えます。

パネリストの紹介
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